






































 2.1 調査対象 
 2.2 調査の手順 





































































*2011年 7月 19日受付 2011年 11月 18日受理 















































































































































































































図 1 電子ジャーナル経費（規模別大学総額）及び図書館資料費に占める割合 
（文部科学省学術情報基盤実態調査より作成） 
 
Elsevier社  Springer社 
利用回数 タイトル数 割合（％）  利用回数 タイトル数 割合（％） 
1000～ 56 2.3  1000～ 2 0.1 
500～999 89 3.7  500～999 10 0.5 
100～499 311 12.9  100～499 73 3.8 
1～99 1,053 43.7  1～99 1,031 53.4 
0 902 37.4  0 815 42.2 
 n=2,411 100%   n=1,931 100% 
 
























































































































































調査の協力を依頼できるか、2010 年 6 月 7 日に
調査依頼書及び調査回答書を送付した。送付の結
果、上記 B グループより 6 大学、D グループよ 
り 3 大学の協力の回答を得ることができたため、
該当する 9大学を対象大学とした。 












































2.3.1   
 






















































































 研究者に対する調査時期は、2010 年 7 月 1 日
から 8 月 13 日とした。より多くの回答を得るた
めに、9月 10日まで期間を延長した。 
 図書館に対する調査時期は、質問紙による調査
時期を 2010年 8月 13日を期限とした後、回答内
容を分析し 9 月 22 日を期限として、追加の調査
シートをメールにより送付した。インタビューに
よる調査は 2010年 12月上旬に行った。 








































































































20～24歳 0 0 0 0 4 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 
25～29歳 0 1 0 4 20 0 0 0 0 9 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 38 
30～34歳 0 1 1 16 3 0 1 0 3 7 0 1 0 2 0 0 0 0 4 4 43 
35～39歳 0 6 0 7 0 0 2 0 1 1 0 3 0 2 0 0 0 1 4 0 27 
40～44歳 5 9 0 2 1 0 8 0 0 0 0 5 0 3 0 0 0 2 1 0 36 
45～49歳 1 4 0 1 1 1 5 0 1 0 0 5 0 1 0 2 1 2 0 0 25 
50～54歳 11 4 0 0 0 6 3 0 0 0 4 3 0 0 0 0 1 0 0 0 32 
55～59歳 9 0 0 1 0 7 0 0 0 0 4 0 0 0 0 2 0 0 0 0 23 
60歳以上 11 2 0 0 0 6 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 
合計 37 27 1 31 29 20 19 0 5 18 10 17 0 9 1 4 2 5 10 5 250 
 
表 2 回答者内訳 
 










































































































































































































































教員 大学院生 教員 大学院生 
機関購読 1,789  212  9.78(97.0%) 4.51(78.4%) 
フリーアクセス 535  96  2.97(29.5%) 2.04(35.5%) 
個人の研究費 116  12  0.64 (6.3%) 0.25 (4.3%) 




表 3 日頃利用している電子ジャーナルのタイ 
トル数（提供形態別） 





80～100 23 59.0  
60～79 10 25.6  
40～59 4 10.3  
20～39 1 2.6  




出版社 タイトル数 ビッグ・ディール 大型パッケージ 
ACS 12 × × 
The American Institute of Physics 3 × × 
American Geophysical Union 2 × × 
Cambridge University Press 2 ○ × 
Cell Press 2 × × 
The Optical Society of America 2 × × 
Wiley 2 ○ ○ 


































































































































































































  回答数 割合(%)* 
図書館の ILL（図書館間文献複写）を通じて入手する 194 77.6 
ウェブ上の出版社等のサイトで入手する（クレジットカード決済） 38 15.2 
著者にメールで抜き刷り等の送付を依頼する 40 16.0 
ウェブ上の機関リポジトリや著者のサイトを探して入手する 58 23.2 
他大学の知人に依頼して入手する 75 30.0 




表 6 所属大学において入手できなかった文献入手の方法 
  回答数 割合(%)* 
大規模大学所属 53 70.7 
中小規模大学所属 7 9.3 




























































  ころ、パッケージの中止は困るという回答が多 
  かった。このことを根拠として、パッケージ維 
持を優先させる方針としている。 
・この方針のために Journal of Applied Physics、 
  Optics Letters等の単発のタイトルを中止とし 
たこともあり、Journal of Applied Physicsは 
中止後にクレームを受けた。 
・ACS のタイトルは、プリント版のみ数誌図書 
  館備付としている。電子ジャーナル契約の希望 
  は以前からあるが、全タイトル一括契約、トラ 
  イアルによる利用実績によって購読金額が決定 
  されるという独特の契約のため、予算が見込め 
  ず、プリント版の維持で手一杯なため、電子 
ジャーナル契約は行っていない。 
・パッケージ維持優先との方針により、単発のタ 
  イトルの契約が苦しい。もう少し柔軟な契約形 
態が望まれる。 
 G大学からは、以下の回答を得た。 
・2011年の電子ジャーナル契約は、アンケートで   
  パッケージ解体に替る個別購読希望誌を回答し   














大学名 購読タイトル数 閲覧可能タイトル数* 
A大学 78  5,300  
B大学 48  5,000  
C大学 198  6,200  
D大学 200  4,100  
E大学 114  2,000  
F大学 157  3,100  
G大学 183  5,000  
H大学 200  4,200  
I大学 209  5,300  
*閲覧可能タイトル数は上 2桁に四捨五入した 
 


















































































































































































































   検索機能の充実、即時性、データ量を求める傾向が強い 




















   毎年の値上がりに苦慮している 
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リントアウトして読んだものを含みません）を読みましたか？（   本） 
 
[2]最近 4 週間のうちに、だいたいどれくらいの電子媒体の学術論文（電子ジャーナルを
プリントアウトして読んだものを含みます）を読みましたか？（   本） 
 
[3]1週間のうちに、平均してだいたいどれくらいの時間を、学術論文を読むのに費やして










（   タイトル） 
 
[6]日頃利用している電子ジャーナルのタイトル数（雑誌数）のうち、機関購読（大学で
契約している）のものは何タイトルほどですか？（   タイトル） 
 
[7]日頃利用している電子ジャーナルのタイトル数（雑誌数）のうち、フリーアクセスの
ものは何タイトルほどですか？（   タイトル） 
 
[8]日頃利用している電子ジャーナルのタイトル数（雑誌数）のうち、個人の研究費で契
約しているものは何タイトルほどですか？（   タイトル） 
 
[9]日頃利用している電子ジャーナルのうち、上記以外の方法で利用しているタイトルと
その利用方法を具体的にお書きください。例：Annual review of plant biology：私費
による購読 

















  a. データ量が豊富である…1.そう思う 2.そう思わない 3.どちらともいえない 
  b. 検索機能が優れている…1.そう思う 2.そう思わない 3.どちらともいえない 
  c. リンクの機能が充実している…1.そう思う 2.そう思わない 3.どちらともいえない 
  d. 画面が見やすい（フォント・カラーなど）…1.そう思う 2.そう思わない 3.どちら
ともいえない 
  e. 画面のページ展開がしやすい…1.そう思う 2.そう思わない 3.どちらともいえない 
  f. 論文中の画像情報の質が高い…1.そう思う 2.そう思わない 3.どちらともいえない 
  g. 自分で利用しやすいように設定できる…1.そう思う 2.そう思わない 3.どちらとも
いえない 
  h. 論文掲載のタイミングが早い…1.そう思う 2.そう思わない 3.どちらともいえない 
  i. 全体として使いやすい…1.そう思う 2.そう思わない 3.どちらともいえない 
  j. アラート機能は役に立つ…1.そう思う 2.そう思わない 3.どちらともいえない 
  k. いつでもアクセスできる…1.そう思う 2.そう思わない 3.どちらともいえない 




  a. 電子ジャーナルがあれば印刷体の雑誌は不要である 
 b. 電子ジャーナルと印刷体の雑誌の両方が必要である 
 c. 印刷体の雑誌だけで十分である 
 d. わからない 





  a. 図書館の ILL（図書館間文献複写）を通じて入手する 
 b. ウェブ上の出版社等のサイトで入手する（クレジットカード決済） 
 c. 著者にメールで抜き刷り等の送付を依頼する 
 d. ウェブ上の機関リポジトリや著者のサイトを探して入手する 
e. 他大学の知人に依頼して入手する【→[14]へ】 
 f. 入手をあきらめる 
【a～d, fに回答→[16]へ】 













  a. あの大学の人なら持っているだろうと思ったから  
b. 個人的に親しく、依頼しやすかったから  
c. 他の知人から、「あの人なら持っていると」聞いたから 






















  a. 資料を収集・契約する機能 
 b. 収集・契約した資料を分かりやすくナビゲートする機能 
 c. 収集した資料を保存・保管する機能 
 d. 学内で生産された研究成果を外部に発信する機能 
e. 学生への学習を支援する機能 
 f. 研究活動を支援する機能 




  a. ILLサービスの向上【→[22]へ】 
 b. 電子ジャーナルの契約タイトル数をより充実させる 
 c. 機関リポジトリにもっと力を入れ、自由にみられる論文数を増やす 
【b～cに回答→[23]へ】 




  a. 複写を図書館予算で行う 
 b. 文献を電子ファイルで入手する 
 c. 自分で他大学に直接申し込めるシステムとする 




 a.20～24歳 b.25～29歳 c.30～34歳 d.35～39歳 e.40～44歳 f.45～49歳 g. 45
～49歳 h.50～54歳 i.55～59歳 j.60歳以上 
 
[24]あなたは以下のどれにあたりますか。 




  a. 研究および論文執筆（   ％） 
 b. 講義・授業・学生への指導（TAの活動を含む）（   ％） 
 c. 校務（学内の各種委員会）（   ％） 
 d. 学会活動（   ％） 




  a. 査読付き学術雑誌又は査読付き会議録に発表した論文数（   本） 
 b. 査読制のない雑誌又は査読制のない会議録に発表した論文数（   本） 
 c. 図書の分担執筆、その他の数（   本（章）） 
 d. 著書の数（   点） 








a.理学 b.工学 c.農学 d.医学 e.歯学 f.薬学 
 
[29]あなたが所属する大学はどちらですか。 









ご回答日：平成 22年  月   日 










 □参加している  □参加していない 
 コレクション（パッケージ）名：
 購読タイトル数：
                     
 閲覧可能タイトル数（概数）：
       
 
       
Springer社（Springer LINK） 
 □参加している  □参加していない 
 購読タイトル数：
 閲覧可能タイトル数（概数）：
       
 
       
Wiley-Blackwell社 
 □参加している  □参加していない 
 購読タイトル数：
 閲覧可能タイトル数（概数）：
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This paper examines the present situations on demand and supply of e-journals in the fields of 
Science, Technology and Medicine at the small- and middle-sized national universities in Japan, 
and explored the impact on the usage behaviors of the researchers caused by the journal contract 
situations at those university libraries based on the Big Deal. 
Nine universities were selected as the samples of this research. The usage survey was conducted 
with a web-based questionnaire, while a mail survey was employed for the libraries’ contract 
situations at each university. In addition, the librarians at two universities were interviewed. 
From July to September 2010, 250 responses (7.7%) were obtained from the researchers. By 
analyzing them, it was made clear that more than 80% of the researchers used e-journals more than 
once a week. On the other hand, the result identified that the libraries could not subscribe to some 
academic journals published by Societies in high demand in order to maintain the package in Big 
Deal contract. Although there was a discrepancy between the researchers’ needs and the library 
collections, it also became clear that it would be difficult to bridge the gap due to the price system 
unique to the Big Deal. It can be pointed out that those factors had caused the researchers’ usage 
behaviors such as privately subscribing to certain journals and personally asking the faculties 
affiliated to other universities to get a copy of the articles for them. 
Present Situations on Demand and Supply of E-journals in the Fields of Science, Technology 
and Medicine at the Small- and Middle-sized National Universities in Japan. 
Kayoko SAGISAKA 
The University of Electro-Communications 
 
